
あけぼの あけぼの

　今回は、一般就労をめざす障がい者の就労移行支援
事業(働きたい人が働くための準備支援)を行っている
事業所「ふらっと・つぅ」の井谷圭さんと、北川ゆか
りさんから、お話を伺いました。
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　今回のあけぼのでは、「共に生きる社会」をつくる
きっかけとして、まずは互いのことを知るための活動
や場づくりに取り組んでいる「人」の思いや生き方を
紹介します。そのような活動や場を意識してつくって
いくことで、社会にある「分け隔て」に気付き、誰も
がかけがえのない存在であることを確かめ合うことに
つながるのではないでしょうか。
　また、一緒に何かをすること、できることだけが
「共に生きる」ということではありません。たとえ近
くにいなくても、一緒に何かができなくても、私たち
は今の社会を「共に生きている」のです。
　今回のあけぼのが「共に生きる
社会」とはどのような社会なのか
を考え、「私」にできることは何
かを問いかけるきっかけになれば
と思います。

　2022年に開催されたサッカーのワールドカッ
プにおいて、差別や人権問題を放っておかない
姿勢を示した国や選手たちの姿がありました。
差別解消は世界共通の課題です。
　三重県では、令和４年５月に「差別を解消
し、人権が尊重される三重をつくる条例」が公
布、施行されました(一部令和５年４月施行)。こ
の条例では、人種などの属性を理由とする不当
な区別または排除、制限を不当な差別と定義
し、社会のあらゆる分野において人権が尊重さ
れること、対話を通じて不当な差別やその他の
人権問題の解消を図ることが重要であること、
不当な差別をはじめとする人権侵害行為の禁止
などを基本理念としています。
　この条例が必要とされた背景として、今もな
お特定の人を社会から排除するような偏見や差
別がなくならない状況があります。また、三重

県が令和３年度に実施
した人権に関するアン
ケートによると、最近
１年間で、差別待遇等
の人権侵害を受けた
(受けたと感じた)こと
があると答えた人に対
して「その時どのように対応しましたか」と尋
ねたところ「何もせずがまんした」と回答した
人の割合は57.5％と過半数を超えており、「市
町の相談窓口に相談した」と回答した人の割合
は4.1％に留まっています。津市としては、人権
相談窓口について、これまで以上に周知を図
り、相談者に寄り添った相談体制に努めてまい
ります。
　条例では基本理念で差別の禁止を明示する一
方で、罰則等の規制的な措置は設けず、対話を
通じた差別の解消を重視しています。私たち一
人一人が相手の言葉に耳を傾け、お互いに尊重
し合える社会をつくっていかなければならない
のではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　集う場や共に働く場を意図的につくることが、共に生きる社会を目指す入口に
なっていくのだと感じました。私も、日常生活の中でいろいろな人と関わり合い、互いのことを知り合
うことを通して、多様な人が分け隔てられることなく、地域の一員として当たり前に存在し共に生きら
れる社会(インクルーシブ社会)をつくっていく一人でありたいと思います。

取材者の感想

　ふらっと・つぅでは、障がい
がある人が働くための職業訓練
を行うと共に、ご本人の特性を
見極め、一般企業等への橋渡し
をしています。また、雇用開始
後も企業訪問や面談を行い、働
き続けることができるように最長３年間の就労定着
支援事業も行っています。
　就労予定の企業には、職業訓練の中でうまくいっ
たことやいかなかったこと、得意なことや苦手なこ
と、働く中で起こりうることなどの就労者自身の特
性を伝えています。そのときに、ご本人が自分の特
性をまとめた「ナビゲーションブック」や、支援者
が作成した「サポートブック」を渡し、職場の皆さ
んにも一緒に働く準備をしてもらいます。
　また、しばらく働いていくと、うまくいかないこ
とが出てきたり、仕事に慣れてで
きる仕事が増えたりすることもあ
ります。どうすれば働きやすくな
るか一緒に考えていただくこと
が、継続して共に働くことにつな
がります。

　今年度、県の委託を受け、障がい者の短時間雇用
促進モデル事業に取り組んでいます。これは、１週
間に20時間未満でも働ける場を広げる事業です。
働きたいという意思はあるけれど20時間以上働く

ことは難しいという人でも働ける場をつくれるよう
に企業に働きかけています。

　私が担当していた人で、約２
年前から市内で給油所などを経
営する企業で働いている人がい
ます。今では、職場になじまれ
ていますが、それまで実習に
行ったところでは、どの職場に
もなじめず就労にはつながりませんでした。ご本人
に話を聞くと、学校での人間関係がうまくいかな
かった経験から、同世代の人との関わりが苦手なこ
とが分かってきました。
　そこで選んだのが今の職場です。職場は年上のパ
ソコンに精通した人ばかりで、仕事もご本人が得意
なパソコンを使った業務だったからです。ご本人
は、採用が決まって、いつから働けるかと聞かれた
ときには、「明日から働きたいです」と答えたそう
です。今も、「働くのは楽しいです。ここでの仕事
を続けていきたいです」と言っています。
　社長も含め職場の人たちは、障がいのある人と一
緒に働いたことがなく、戸惑いもあったそうです。
でも、一緒に仕事をし、彼のことを知っていくうち
に、職場の仲間として信頼して仕事を任せられると
感じるようになったそうです。
　コミュニケーションが苦手な彼ですが、職場の皆
さんに出会って、会社の食事会に参加したり、給料
で買った自転車の話をしたりするようになったと聞
き、ご本人にとって職場が安心できる居場所になっ
ているのかなと感じています。

ふらっと・つぅで行っている就労移行支援
事業について教えてください。

新たに取り組んでいる事業について
教えてください。

就労移行支援事業によって就労した人が、
どのように働いているか教えてください。

北川ゆかりさん　　

「共に生きる社会」をめざして
　皆さんは「共に生きる社会」とは、どのような社会
を想像しますか。「共に生きる」とは、どういうこと
だと考えますか。
 人にはそれぞれ違いがあります。障がいの有無、性
別、年齢、国籍や文化など、あらゆる違いのある人が
存在するのが社会です。しかし、今、私たちが生きて
いる社会を見渡した時、何かができないから、障がい
があるから、国や文化が違うからなどと、分け隔て、
時には排除しようとする現実があります。
　そのようなことが起きてしまう背景には、相手のこ
とを知らない、知ろうとしていない、そして関わろう
としていない「私」がいるのではないでしょうか。
「共に生きる社会」とは、互いのことを知り合い、そ
の存在を認識し、尊重し合うことによって、一人一人
が価値ある存在であると実感できる、そのような人と
人との関係でつくられた社会のことだと思います。


